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近
年
、
労
働
人
口

の
減
少
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い

る
。
兵
庫
県
で
も

今
後
10
年
間
で
最

大
１
０
０
万
人
の

労
働
人
口
が
減
少

す
る
と
見
込
ま
れ
、
Ｄ
Ｘ
や
Ａ

Ｉ
の
導
入
に
よ
る
効
率
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、「
Ａ

Ｉ
が
人
の
仕
事
を
奪
う
」
と
の

声
も
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、
本

来
Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
は
、
人
手
不
足

を
補
い
、
人
が
よ
り
働
き
や
す

く
、
定
時
で
仕
事
を
終
え
、
自

分
の
時
間
を
確
保
し
な
が
ら
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
。
効

率
化
だ
け
を
追
い
求
め
れ
ば
、

働
く
場
や
生
活
基
盤
を
脅
か

し
、
憲
法
第
25
条
の
生
存
権
の

理
念
に
も
反
し
か
ね
な
い
。
私

た
ち
自
治
体
で
働
く
組
合
員

は
、
公
立
病
院
の
課
題
や
職
員

の
健
康
管
理
を
は
じ
め
、
住
民

生
活
を
支
え
る
現
場
を
担
っ
て

い
る
。
憲
法
第
25
条
第
２
項
が

掲
げ
る
社
会
福
祉
、社
会
保
障
、

公
衆
衛
生
の
向
上
と
い
う
使
命

を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
誰
１

人
取
り
残
さ
な
い
地
域
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
と
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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31 ～８／１　県本部現業評議会総会・各部会集会
（いこいの村はりま）

８／１　県本部衛生医療評議会定期総会・
　　　　メディカルワーカーズアクション

（兵庫県学校厚生会館）

当面の日程

まるで誰かのよう…

吉 田 ノ ボ

　

県
本
部
の
尾
西
亮
太
郎
委
員
長
、
小
原
王
之
副
委
員
長
が

久
元
喜
造
神
戸
市
長
と
６
月
22
日
、
神
戸
市
役
所
内
で
対
談

し
た
。
労
働
人
口
減
少
に
伴
う
人
材
不
足
や
Ｄ
Ｘ
な
ど
に

よ
っ
て
行
政
課
題
は
複
雑
化
し
、
自
治
体
を
め
ぐ
る
環
境
が

大
き
く
変
わ
る
中
、「
人
材
確
保
や
人
材
育
成
に
は
、
労
使

が
対
等
の
立
場
で
協
議
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」
と
の
認
識
の

も
と
、
意
見
を
交
わ
し
た
。
県
本
部
は
、
引
き
続
き
県
内
首

長
と
の
対
談
を
予
定
し
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
は
『
自
治
体
を
元

気
に
し
た
い
』
と
い
う
思
い
で

活
動
し
て
い
る
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
そ
の
た
め
の
労
働

環
境
を
整
え
る
と
い
う
経
験

は
、
職
員
育
成
に
つ
な
が
る
」

と
尾
西
委
員
長
は
切
り
出
し
、

組
合
活
動
へ
の
理
解
を
求
め

た
。

　

久
元
市
長
は
、「
神
戸
市
が

元
気
に
な
る
た
め
に
は
職
員
が

元
気
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
組
合
の
役
割
が
大

切
」
と
応
じ
、「
管
理
運
営
事

項
と
い
っ
て
労
使
交
渉
を
拒

ま
な
い
よ
う
に
い
っ
て
い
る

（
笑
）」
と
加
え
た
。

　

小
原
副
委
員
長
は
、「
現
場

を
熟
知
し
た
職
員
が
管
理
職
に

な
る
こ
と
で
、
働
き
や
す
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」と
述
べ
た
。

　

労
働
人
口
の
減
少
や
Ａ
Ｉ
を

め
ぐ
っ
て
久
元
市
長
は
「
人
が

集
ま
ら
な
い
時
代
に
な
る
。
業

務
の
取
捨
選
択
も
必
要
」
と
行

政
の
方
向
性
に
触
れ
た
。
尾
西

委
員
長
は
、「
国
と
地
方
で
は

業
務
が
異
な
り
、
Ａ
Ｉ
で
は
で

き
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
こ
は

大
切
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

た
と
き
に
『
助
け
て
、
手
伝
っ

て
』
と
言
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
切
。
職
員
同
士
、

組
合
員
同
士
で
声
を
か
け
合
っ

て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
自
治
労
本
部

の
北
川
啓
子
オ
ル
グ
か
ら
、
自

分
も
相
手
も
尊
重
す
る
「
相
互

尊
重
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

の
取
り
方
に
つ
い
て
講
演
を
受

け
た
の
ち
、
５
つ
の
分
科
会
を

開
催
し
、
①
各
市
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
や
少
子
化
等
に
つ
い
て
情
報

交
換
②
組
合
活
動
の
疑
問
や
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
③
正

規
・
非
正
規
が
と
も
に
働
き
や

す
い
環
境
に
す
る
た
め
の
状
況

を
交
流
④
食
育
に
つ
い
て
現
場

で
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
と
情
報
共
有
⑤

人
権
保
育
「
８
つ
の
視
点
」
に

つ
い
て
学
習
を
深
め
た
。

　

県
本
部
保
育
部
会
は
６
月
７

日
、
約
１
１
０
人
の
参
加
の
も

と
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
第

41
回
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
を

開
催
し
た
。

　

阪
本
和
秀
社
会
福
祉
評
議
長

は
「
保
育
現
場
で
も
組
合
活
動

も
１
人
で
は
行
え
な
い
。
困
っ

団結ガンバローを三唱
　

県
本
部
は
第
２
２
０
回
中
央

委
員
会
を
６
月
23
日
に
開
き
、

26
春
闘
中
間
総
括
、
当
面
の
闘

争
方
針
、
自
治
労
本
部
「
運
動

と
闘
争
の
強
化
に
む
け
た
産
別

体
制
・
財
政
の
構
造
改
革
（
組

織
討
議
案
）」
の
対
応
な
ど
６

つ
の
議
案
を
提
起
。
議
案
は
全

て
承
認
さ
れ
た
。

　

当
面
の
闘
争
方
針
を
北
池
宏

光
書
記
長
が
提
起
。
人
勧
期
の

取
り
組
み
で
は
、
初
任
給
の
引

き
上
げ
、
再
任
用
者
の
一
時
金

支
給
月
数
引
き
上
げ
を
強
調
。

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
は
、
第

２
次
闘
争
の
統
一
行
動
日
を
10

月
16
日
に
設
定
し
、
10
月
７
日

に
決
起
集
会
を
実
施
す
る
と
提

起
し
た
。

　

質
疑
で
は
、「
政
策
と
し
て

も
賃
上
げ
を
求
め
る
こ
と
が
必

要
。
し
か
し
先
の
総
選
挙
で
は

自
民
党
が
圧
勝
し
た
。
鬼
木
選

挙
を
ど
う
た
た
か
う
の
か
」「
公

務
員
が
予
備
自
衛
官
を
兼
業
で

き
る
法
改
正
が
あ
っ
た
。
自
治

体
職
員
が
有
事
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
取
り
組
み
の
強
化
を
」
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

北
池
書
記
長
は
、「
政
治
方

針
は
８
月
の
本
部
大
会
で
議
論

さ
れ
る
の
で
注
視
し
て
い
く
。

自
治
労
と
し
て
『
戦
争
協
力
は

し
な
い
』
と
い
う
基
本
姿
勢
で

取
り
組
む
」
と
答
弁
し
た
。

　

役
員
交
代
で
は
、
田
村
彰
啓

さ
ん
（
神
戸
市
職
労
）、
山
本

由
美
子
さ
ん
（
神
戸
市
従
）、

藤
本
浩
さ
ん
（
県
職
労
）、
山

下
幸
司
さ
ん
（
香
美
町
職
）
の

執
行
役
員
選
出
を
承
認
。
最
後

に
尾
西
亮
太
郎
委
員
長
の
音
頭

で
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱

し
た
。

尾
西
委
員
長
と
久
元
神
戸
市
長
が
対
談

組
合
経
験
が
職
員
育
て
る

複
雑
化
す
る
行
政
課
題
に
労
使
で
向
き
あ
う

自分も相手も尊重する
コミュニケーションを学習
保育を考えるつどいに110人参加県本部中央委員会

現・
公
第
２
次
闘
争
日
は
10
月
16
日

人
勧
期
の
取
り
組
み
に
結
集
を

右
か
ら
小
原
副
委
員
長
、
尾
西
委
員
長
、
久
元
神
戸
市
長
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全
国
一
般
兵
庫
地
方
労
働
組
合

は
、
職
種
や
企
業
、
雇
用
形
態
に

か
か
わ
ら
ず
個
人
加
盟
が
で
き
る

合
同
労
組
と
し
て
、
中
小
企
業
で
働

く
労
働
者
を
支
え
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
１
９
５
５
年
の
結
成
以

来
、
企
業
の
枠
を
越
え
て
仲
間
を
結

集
し
、
兵
庫
で
は
１
９
６
９
年
か
ら

地
域
の
労
働
者
の
相
談
や
交
渉
に
携

わ
っ
て
き
た
。
現
在
も
各
地
区
協
議

会
を
中
心
に
、
賃
金
や
一
時
金
の
交

渉
、
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
、
日
常

的
な
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　

労
働
相
談
活
動
で
は
、
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
や
事
務
所
で
の
面
談
を
通

じ
、多
様
な
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

介
護
や
教
育
な
ど
同
業
種
へ
の
チ
ラ

シ
配
布
や
労
働
相
談
の
周
知
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
十
分
に
届
き
に

く
い
面
も
あ
り
、
今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
を
強
化
し
、
取

り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

　

相
談
内
容
に
は
、「
有
給
休
暇
が

使
え
な
い
」「
就
業
規
則
が
閲
覧
で

き
な
い
」「
労
災
申
請
が
認
め
ら
れ

な
い
」
な
ど
、
基
本
的
な
権
利
が
守

ら
れ
て
い
な
い
事
例
も
多
い
。
背
景

に
は
労
使
の
力
関
係
の
不
均
衡
が
あ

り
、
労
働
者
が
権
利
を
行
使
し
に
く

い
状
況
が
存
在
し
て
い
る
。

　

全
国
一
般
兵
庫
は
、
相
談
者
に
寄

り
添
い
な
が
ら
問
題
解
決
を
進
め
る

と
と
も
に
、
団
体
交
渉
を
通
じ
て
働

き
や
す
い
職
場
を
自
分
た
ち
で
つ
く

る
力
を
育
て
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
る
。
今
後
も
地
域
の
労
働
相
談
を

軸
に
、
中
小
労
働
運
動
の
前
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

全労済自治労共済本部資料より引用

全
国
一
般
兵
庫
労
組春闘決起集会の様子

共闘団体からも発言があった
　

第
３
分
科
会
は
、
全
体
講
演

で
講
師
を
務
め
た
石
橋
学
記
者

を
交
え
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
の
現

状
と
課
題
」
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
た
。

　

冒
頭
、
全
体
講
演
の
、
感
想

や
意
見
が
10
人
の
参
加
者
か
ら

出
さ
れ
た
。
集
い
に
は
、
解
放

同
盟
や
在
日
コ
リ
ア
ン
人
権
協

会
な
ど
共
闘
団
体
か
ら
の
参
加

も
あ
り
、
各
団
体
の
取
り
組
み

事
例
も
紹
介
さ
れ
た
。
特
徴
的

な
内
容
は
、
①
三
重
県
が
外
国

人
採
用
廃
止
を
検
討
②
「
外
国

人
は
、
生
活
保
護
を
優
遇
」
と

の
発
言
を
繰
り
返
し
た
候
補
が

市
議
選
で
当
選
し
た
③
「
ア
イ

ヌ
は
農
民
だ
」
と
国
連
の
場
で

国
会
議
員
が
発
言
④
世
間
は
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
見
て
見
ぬ
ふ

り
。
そ
れ
を
行
政
が
許
し
て
い

る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
い
っ

た
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
発
言
に
対
し
て
石

橋
さ
ん
は
、
①
「
差
別
撤
廃
」

を
新
聞
社
が
も
っ
と
情
報
提
供

し
て
い
か
な
い
と
広
が
ら
な
い

②
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が「
違
法
」

に
な
っ
て
な
い
こ
と
が
問
題
③

自
治
体
職
員
が
差
別
は
ダ
メ
だ

と
い
う
こ
と
を
一
番
よ
く
知
っ

て
い
る
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
最

後
に
、「
多
文
化
共
生
の
ま
ち

を
つ
く
っ
て
い
く
！
」
と
い
う

こ
と
を
体
現
し
て
い
く
こ
と
が

責
務
で
あ
る
と
強
調
し
、
分
科

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

本部執行委員の八巻さん

　

第
１
分
科
会
は
、
自
治
労
本

部
の
八
巻
由
美
総
務
局
長
を
講

師
に
「
職
場
・
家
庭
・
地
域
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
考

え
た
。
同
分
科
会
は
県
本
部

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
委
員
会

が
運
営
し
、
冒
頭
、
山
本
由
美

子
事
務
局
長
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
目
的
を
学
ぶ
場
に
し
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

八
巻
さ
ん
は
、
入
職
当
初
、

女
性
が
お
茶
く
み
を
担
っ
て
い

た
こ
と
や
、
夫
婦
別
姓
に
関
す

る
窓
口
対
応
、
単
組
執
行
部
に

な
っ
て
感
じ
た
疑
問
な
ど
、
自

身
の
経
験
か
ら
話
を
は
じ
め

た
。

　

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
等
を
説
明
し
た
の
ち
、

「
男
性
の
管
理
職
が
多
い
の

は
？
」
な
ど
４
つ
の
事
例
を
あ

げ
、
こ
れ
ら
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
」「
個
人
差
」「
制
度

の
問
題
」「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

の
ど
れ
に
当
て
は
ま
る
の
か
を

グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
交
流
を
通
し
て
、

「
無
意
識
の
思
い
込
み
」や「『
普

通
』
の
押
し
付
け
」
が
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
み
出
す
要

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
共

有
。
解
決
に
向
け
て
対
話
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
確
認
し
た
。

務
指
導
や
相
談
に
関
し
、
担
当

者
を
定
め
る
」
な
ど
の
例
を
あ

げ
、
個
々
の
障
害
の
状
態
や
職

場
の
状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る

こ
と
が
大
切
と
説
明
し
た
。

　

職
場
で
一
緒
に
働
く
視
点
と

し
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
サ
ポ
ー

タ
ー
の
よ
う
に
、
精
神
・
発
達

障
害
の
あ
る
同
僚
を
温
か
く
見

守
る
「
応
援
者
」（
精
神
・
発
達

障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
）

に
な
る
こ
と
で
、「
雰
囲
気
や

人
間
関
係
が
良
く
な
り
、
障
害

者
が
働
き
や
す
い
職
場
に
な

る
」
と
強
調
し
た
。

白水指導官

　

第
２
分
科
会
は
兵
庫
労
働
局

の
白
水
勝
宏
指
導
官
を
講
師

に
、「
職
場
に
お
け
る
合
理
的

配
慮
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

障
害
の
基
本
的
な
知
識
と
し

て
、
精
神
疾
患
に
は
統
合
失
調

症
、
う
つ
病
な
ど
が
あ
り
、
誰

で
も
か
か
り
得
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
一
方
、
発
達
障
害
に
は

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
、
注
意

欠
陥
多
動
性
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ら
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
脳
機

能
の
特
性
と
さ
れ
て
い
る
と
説

明
し
た
。

　

法
的
に
は
、
事
業
主
に
対
し

て
障
害
者
へ
の
合
理
的
配
慮
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、「
業

平
和
・
人
権
・
環
境
の
集
い 

分
科
会
紹
介

企業の枠を超え、地域で活動

対
話
で
き
る
環
境
を
大
切
に

第
１ 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

同
僚
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う

第
２ 

職
場
に
お
け
る
合
理
的
配
慮

法
律
に
よ
る
制
限
が
必
要

第
３ 

ヘ
イ
ト
規
制
の
現
状
と
課
題


